
個人トータル表

女　子 令和2年2月9日 9:00 開始

準決勝

◎ 23 15

85 19 13 61

16 17

27 16

番号 氏　　名 得点 3P 2P FT 反則 番号 氏　　名 得点 3P 2P FT 反則

* 4 小 野 瑞 歩 16 2 4 2 1 * 4 大見 あすみ 9 1 1 4 1

5 中 本 空 来 - - - - - * 5 溝口 りの佳 16 0 7 2 5 CTO ＯＴ１ ＯＴ２ ＯＴ３ ＯＴ４

* 6 兼 森 葵 9 0 4 1 2 6 山 本 莉 香 2 0 1 0 2 TeamA : : : : : : : : :

* 7 磯 部 瑠 々 14 2 4 0 3 7 北 林 風 花 - - - - - TeamB : : : : : : : : :

* 8 大 脇 晴 24 0 10 4 0 8 小 林 愛 花 0 0 0 0 0

* 9 河 村 美 空 8 2 1 0 3 9 佐々木 玲弥 - - - - -

10 髙部 百々花 2 0 1 0 2 10 江 刺 茉 凜 - - - - -

11 池田 優美子 - - - - - 11 高 石 美 央 - - - - -

12 梅津 紗也香 0 0 0 0 0 12 川 原 花 梨 - - - - -

13 加 来 怜 奈 - - - - - * 13 萩 原 芽 生 20 3 5 1 4

14 尾 﨑 真 優 0 0 0 0 0 14 横 尾 巴 菜 - - - - -

15 吉 浦 莉 多 12 4 0 0 0 * 15 村 田 莉 望 8 0 3 2 2

16 江 川 萌 - - - - - 16 沖 花 純 - - - - -

17 平 山 季 来 - - - - - 17 藤 井 明 日 菜 4 0 1 2 1

18 今田 亜矢乃 - - - - - * 18 山 崎 い づ み 2 0 1 0 1

ｺｰﾁ 村 谷 勉 0 ｺｰﾁ 小 松 広 道 0

Aｺｰﾁ 島 本 譲 治 Aｺｰﾁ 田 中 満 子

合　　　計 85 10 24 7 11 合　　　計 61 4 17 9 14

　　主審： 橋本　恵一

　　副審： 今泉　雅敬

　　副審： 田中　竜 戦評： 記録：

中国高等学校バスケットボール新人大会

３・４Ｐ

広島観音

D

2nd

佐伯区スポーツセンター

1st

手島祥平

１・２Ｐ

（広島県）

慶進

（山口県）

3rd

4th

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

得
点

時間（分）

得点経過 慶進 広島観音〔 戦 評 〕
スターティングメンバーは、慶進＃４，６、７、８、９。広島観音＃４，５，１３，

１５，１８。

第１Ｑ，慶進はハーフコートマンツーマン、広島観音はオールコートマンツー

マンでスタート。慶進は、＃７のアウトサイドシュート、＃８のインサイドプレー

やランニングプレー、リバウンドからのショットで得点を重ねる。広島観音は

オンボールスクリーンや、ドライブインで得点を狙おうとするも決めきれない。

第１Ｑ中盤，慶進＃８の連続得点で点差が開きはじめるも、すかさず広島観

音が前半１回目のタイムアウトを請求。しかし，広島観音はその後も流れを

変えることができず、慶進が流れを掴み２３対１５で第１Ｑ終了。

第２Ｑ，慶進は＃４，６，８，９、１５とバランスよく得点を重ね、更に流れを引

き寄せる。広島観音も＃１３の緩急ある巧みな１対１からの得点や＃４の鋭

いドライブインで食い下がるも点差を詰めることができず、さらに点差が広が

る。広島観音は流れを変えようと２－１－２のゾーンを展開。これにより慶進

の足が止まり，慶進のターンオーバーを連続して誘発。慶進もすかさずタイ

ムアウトを請求し、落ち着かせるも点差は徐々に縮まり前半を４２対２８の慶

進１４点リードで前半終了。

第３Ｑ，広島観音は第２Ｑに引き続き２－１－２のゾーンを展開。慶進は

オープンでアウトサイドシュートを打つが決まらない時間が続く。広島観音は

＃５の連続得点や＃１５のスチールからバスケットボールカウントで１０点差

まで詰め寄る。第３Ｑは両者譲らず５８対４５の慶進リードのまま終了。

第４Ｑ，広島観音は継続して２－１－２のゾーンを展開するも、慶進は落ち

着いて３Ｐを連続して沈め，点差を一気に離す。広島観音はオンボールスク

リーンを多用して得点しようとするも決めきれない時間が続く。

スピードあるオールコートの展開で流れを掴もうとする広島観音と＃８のイン

サイドと＃７をはじめとするアウトサイドプレーでバランスよく得点を重ねる慶

進の白熱した闘いは８５対６１で慶進の勝利で幕を閉じた。敗れはしたものの

最後までルーズボールをゆずらない闘志あふれる広島観音のプレーは観客

を魅了した。
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